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件.｢GHP｣の論文数は285件であった.

分類については.今回便宜的に.｢精神疾患 ･精神症

状｣,｢リエゾン｣.｢治療｣.｢精神科救急｣,｢日程上 ｢そ

の他｣の6つに分けた.｢総精医｣では,｢リエゾン｣関

連が 220件 (439も)とほぼ半数を【･!.iめていたのに対して.

｢GHP｣では ｢精神疾患 ･精神症状｣の項目が44%で第

1位であった.2位以下は順に,｢結構医｣で ｢精神疾患･

精神症状｣(36射 .｢治療｣(8̀射 .｢精神科救急｣(8
9も),｢自殺｣(39t立 ｢その他｣(2%).｢GHP｣では

%).｢自殺｣(3%).｢その他｣(90も)となっていた.

｢総精医｣で ｢リエゾン｣関連が中心であったのは,｢総

精医｣が学会発表の抄録であるのに対し,｢GHP｣では

掲載原著論文を用いており,この差が常3響 している可能

性がある.ちなみにI｢GHP｣の過去4年間の掲載論文

285編のうち10論文がF:ト本人による研究であったことを

相記しておく.

精神疾患の分概では,両誌を比較していくつかの特徴

があることがわかつ/I.まず ｢結構t!<｣では,精神分裂

柄 (17Ot,)や摂食障害 (11Oノ01.睡眠障苦 し7(払)が多

く.特に分裂病では身体疾患の合併をテーマにした症例

症候群の発表が多かった.またてんかん関連論 文が

｢GriP｣では ･切みられなかつたのに対 し. ｢総精医【｣

では数Q･Oあった. -方 ｢GIiP｣では,気分障害 (37(‡汗

物質関連障害 し160こ立 身体表現性障害 (13t射 と多く.

個別のテ-マとしては,F=1程前不快気分障害,物質使Ff]･

乱用 ･依存,梓橋性障害∴慢性婦人科捧痛,PTSD 関

連障害などが注目されているようであった.

精神症状としては,｢総柄医｣の報苦が39と ｢GHP｣

の4件に比し約10倍と多く,個別テーマとしては,せん

妄が56%と半数以上を占め,その他幻覚妄想状態,悪性

症候群.水中毒.アカシジアとなっていた,

治療の比較では,どちらも薬物療法が66% (G試p),
46% (経楠医)と頻度が高かったが,その他に ｢総精医｣

では寵撃療法が舶%とほぼ同数であったことが特徴的と

思われた.これはここ散牢.わが国においても電撃頼法

が味酔科医との連携を得て,糎けいれんで行なわれるよ

うになり,現在では総合病院精神科での施行が動じ凄 なっ

ていることを反映しているものであろう.

リエゾン関連での比較では,｢総精医｣でがん関連の

発教が24%と多いのに対 して,｢GHP｣では移植

(16%)や心疾患 く8%)の頻度が商いなどいくらかの

違いが存在する.これからわが国においても移植の問題

がよi)現実的なこととなり.｢結構医｣でもよりクロー

ズアップされてくるものと思われる.

最後に.｢GHP｣でのみみられたテーマについては,

医の倫理 (カルテ開示 ･医療裁判)についての論文が噸

【白日二認められることをまず挙げたい.これは我々精神科

医にとって重要なことであり,この事実を謙虚に受けと

め,早急な対応が望まれる問題である.その他,精神の

健康管理や医療梓清に関する詫間葛をテーマとして.請

文が番かれているようである.これらについても非常に

示唆的と思われる.

2)魚沼地域 における医療連携の現状

一 総 合病院精神科の機能 と役割 -一

志爵 語草 :翌警 霊草を最競 豊賓院)

総合病院精神科はその機能として,地域基幹病院に併

的精神柑医療鞭能｣と,身体合併症医療に代表される総

合病院精神科ならではの ｢特定熊能｣の.2足のわらじ

を掩いている.

また効率的かつ良質な医頼提供f梢りを求めた,度蚤な

る医療法改正は,各医療機関の特色を打ち出し｢専門店｣

化L. 一施設完結型ではない地域内医療連携型を推進 し

ている.

当院は以前より-舷的精神科医療機能と特定機能のバ

ランスを取i)つつ.病院連携や病診連携を推進し,地域

と保健医療福祉関係者に役立つ有珠総合病院精神科をめ

ざしているが.1r~Fのように近年はその傾向が急激に進

行し,病院内でも機構改革が必要とされている.

0平成6年度-平成11年 (※)

･新入院患者数 :275人-381人

･平均在院田数 :173日-99.9日 く直近3ケ月)

･合併症入院患者 :30人-109人

･外来通院実人数 :890人-1300人

当日は,合併症患者をこおける医療連携を軸に,魚沼地

域における医療連携の現状を報告して∴論を仰ぎたい.

･Ri抄録デ-夕は､自責10年12FJ-平成11年11F==]の 1年

データであるので子発表当日は更新する予覚である.


